


肥料成分の相乗作用と拮抗作用

拮抗作用による吸収阻害は養分が過剰に存在する時に起こる現象で、適量または欠乏時には起こりません。相乗作用による
吸収促進も養分が適量に存在する時に起こる現象であり、過剰に存在する時は逆に拮抗作用を引き起こす場合もあります。
定期的に土壌分析等を行い、効率的な施肥を行って行きましょう。

肥料分 相乗作用のある肥料分 拮抗作用のある肥料分

窒素 マグネシウム カリウム ホウ素

リン マグネシウム カリウム 鉄 亜鉛 銅

カリウム 鉄 マンガン カルシウム マグネシウム ホウ素

カルシウム カリウム(カルシウム低濃度の場合) カリウム マグネシウム 鉄 亜鉛 ホウ素

マグネシウム
リン
カルシウム(マグネシウム低濃度の場合) カリウム マグネシウム

＊赤字：多量要素

(K.H.Schiitte. 1964)
拮抗作用(相手の養分の吸収を抑える)
相乗作用(相手の養分の吸収を助ける)

上図から散布する機会の多い多量要素について表にまとめました

Mn （マンガン）

Ca （カルシウム）

Cu （銅）

Mg （マグネシウム）

Zn （亜鉛）

N （窒素）

（カリウム） K

（鉄） Fe

（リン） P

（ホウ素） B

カリウム、カルシウム、マグネシウムはひとつの成分が
過剰になると他の成分の吸収を阻害してしまうので、
バランスをとって施肥する必要がある

リン酸と鉄が結合したリン酸鉄は
水に溶けない不溶性のため、
植物が吸収することができない

マグネシウムはリン酸と共に吸収され、
植物体内を移動する性質を持つ

参考図書：図解でよくわかる土壌診断のきほん 日本土壌協会


